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今月の
表紙

６月上旬、宇内地区の星田川付近で幻想的に舞うゲンジボタルの光がピークを迎えました。心癒す
ホタルの乱舞を多くの人が楽しみました。



平成30年7月豪雨から3年
― つなげる　そなえる ―

◦ 豪 雨 の 概 要

◦ 被 害 の 概 要

7 月 6 日午後10時40分、矢掛町で初めて、「特別警報」が発表。
累 積 雨 量 　309mm（7 月 5 日から 7 日）　　　最 大 時 間 雨 量　25㎜

人的被害　　　死 者　1 人（災害関連死）　　　軽 傷　2 人
（床上浸水）

全　　　壊　    3 件
大規模半壊　  20 件
半　　　壊　217 件
一 部 損 壊　  17 件
　　計　　　257 件

（床下浸水）

　　計　　　86 件

住宅被害　　　　　（土砂災害）
　　　　　　　　全　　　壊　  1 件
　　　　　　　　大規模半壊　  0 件
　　　　　　　　半　　　壊　  2 件
　　　　　　　　一 部 損 壊　30 件
　　　　　　　　　　計　　　33 件

被 災 状 況

被 災 状 況 災害復旧工事後

災害復旧工事後

災害復旧工事後

被 災 状 況

崩壊した山腹斜面を緑化するなど治山事業で復旧山腹崩壊（浅海地内）

橋脚がなく、幅員を拡幅した改良復旧橋古屋谷橋（内田地内）

堤内・堤外をコンクリートで補強し、堤防を強化小田川破堤箇所（東川面地内）

写真で見る被災地の今

2令和３年６月号



　
ぐ
に
ゃ
り
と
曲
が
っ
た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
。
屋
根
ま
で

浸
か
っ
た
車
に
泥
だ
ら
け
の
家
具
。
ふ
る
さ
と
の
姿
は

一
変
し
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
平
成
30
年
7
月
豪
雨
か
ら
、
も
う
す
ぐ
3
年

が
た
ち
ま
す
。
今
回
は
、
本
堀
地
区
で
暮
ら
す
古
城
公

司
さ
ん
・
鏡
子
さ
ん
に
伝
え
た
い
当
時
の
こ
と
や
、
心

に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
き
ま
し
た
。

災
害
が
ほ
ん
と
う
に
襲
っ
て
き
た

　平
成
30
年
7
月
6
日
、
強
い
雨
が
降
り
続
き
、
離
れ
て
暮

ら
す
母
親
を
心
配
し
、
家
を
出
た
。
翌
日
、
家
に
帰
る
頃
、

一
変
し
た
景
色
を
目
の
当
た
り
に
し
、「『
家
に
戻
れ
ば
、
い

つ
も
の
生
活
が
待
っ
て
い
る
』、『
私
た
ち
が
住
む
町
は
安
全
』

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
ん
だ
と
痛
感
し
た
」鏡
子
さ
ん
は
、

当
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
ま
す
。
こ
の
経
験
が
古
城
夫
妻
の

認
識
を
変
え
ま
し
た
。
災
害
は
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ
か
ら

な
い
も
の
だ
と
。

被
災
直
後
の
生
活

　電
気
が
来
ず
、テ
レ
ビ
も
な
く
情
報
収
集
が
難
し
い
日
や
、

食
糧
の
確
保
が
難
し
い
日
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
一
番
大

変
だ
っ
た
の
は
、泥
の
撤
去
。
水
が
よ
う
や
く
引
く
と
、残
っ

て
い
た
の
は
、
泥
、
そ
し
て
浸
か
っ
た
家
具
や
家
電
。
心
に

余
裕
は
な
く
、「
今
思
え
ば
、
ま
だ
使
え
る
も
の
さ
え
も
捨

て
て
い
ま
し
た
。
思
い
出
の
写
真
も
、
そ
の
当
時
は
復
元
で

き
る
な
ん
て
知
ら
ず
に
捨
て
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
」
山

と
積
ま
れ
た
数
々
の
生
活
の
あ
と
を
見
る
の
は
つ
ら
か
っ
た

と
公
司
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　近
所
の
人
や
親
せ
き
が
少
し
で
も
早
い
復
旧
を
願
い
、
片

付
け
や
整
理
に
協
力
し
て
く
れ
た
。「
心
配
し
、
涙
を
流
し

な
が
ら
声
を
か
け
て
く
れ
る
友
達
も
い
て
、
多
く
の
人
に
支

え
て
も
ら
っ
た
。
今
も
、感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

後
世
の
教
訓
に

　古
城
さ
ん
の
家
に
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
て
も
な
お
、
豪

雨
の
恐
ろ
し
さ
を
忘
れ
な
い
た
め
に
あ
え
て
浸
水
の
跡
を
残

す
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
支
え
て
く
れ
た
多
く
の
人
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
か
ら
、
こ
の
部
屋
を
活
用
し
、
地
元
中
川
小
学
校

の
児
童
に
、災
害
の
経
験
を
伝
え
る
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
、
必
要
最
低
限
の
も
の
を
持
ち
出
せ
る
よ
う

備
蓄
品
を
ま
と
め
た
り
、
町
が
今
年
4
月
に
全
世
帯
に
発
送

し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
の
入
っ
た
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
活
用
し
、
避
難
情
報
が
出
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
避
難
す
る

の
か
、
ど
こ
に
避
難
す
る
の
か
、
家
族
で
話
し
合
っ
た
そ
う

で
す
。

　「災
害
は
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
分
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
、

今
で
き
る
こ
と
を
準
備
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
古
城
夫

妻
は
、
災
害
を
経
験
し
、
一
層
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
や
情

報
収
集
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

特 集

　伝
え
た
い
あ
の
時
の
こ
と
①

↑ 町が発送した「防災ガイドブック（ハザードマップ）」で
　避難場所を確認する古城夫妻

↑
浸
水
の
跡
を
残
す
部
屋

↑ 中川小学校の児童に豪雨災害の経験を
　話す古城鏡子さん

3 令和３年６月号



4令和３年６月号

　
想
定
外
の
災
害
の
中
、
昼
夜
問
わ
ず
、
道
路
や
堤
防
の
応

急
復
旧
に
尽
力
し
た
矢
掛
町
の
建
設
業
の
皆
さ
ん
が
い
ま

す
。
岡
山
県
建
設
業
協
会
矢
掛
支
部
の
支
部
長
で
あ
る
出
原

正
朗
さ
ん
（
㈱
出
原
建
設
）
に
当
時
の
役
割
や
出
来
事
を
聞

き
ま
し
た
。

続
々
と
入
る
復
旧
要
請
、
建
設
業
者
の
力
を
集
結

　
県
と
建
設
業
協
会
が
結
ん
で
い
る
大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
協
定
に
基
づ
き
、
県
内
全
支
部
に
障
害
物
の
除
去
や
公
共

施
設
の
機
能
確
保
の
要
請
が
さ
れ
ま
し
た
。「
私
の
知
る
限

り
県
内
全
支
部
に
発
令
さ
れ
た
の
は
初
め
て
。
そ
れ
か
ら
矢

掛
支
部
の
全
11
社

に
協
力
要
請
を
し

た
」
事
態
の
深
刻

さ
、
未
曾
有
の
大

災
害
が
起
き
た
こ

と
を
改
め
て
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
と
話

し
ま
し
た
。

　
「
状
況
報
告
や

応
急
復
旧
の
要

請
。
数
分
の
間
に

５
件
も
６
件
も
続

々
と
着
信
が
入
り

ま
し
た
。
緊
急
車

輌
の
安
全
な
通
行

の
た
め
、
散
乱
し

た
土
砂
や
ご
み
等

を
撤
去
・
清
掃
し

た
り
、
応
急
対
策

と
し
て
何
千
個
の
大
型
土
の
う
を
設
置
し
た
り
、
他
に
も
災

害
ご
み
置
き
場
の
管
理
な
ど
、
早
急
に
対
応
す
べ
き
現
場
が

複
数
あ
り
ま
し
た
。
日
を
ま
た
い
で
作
業
に
取
り
組
む
日
も

あ
り
ま
し
た
が
、一
つ
一
つ
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

建
設
業
の
力
が
集
結
で
き
た
か
ら
」
会
社
の
枠
を
超
え
、
動

け
る
と
こ
ろ
が
動
く
、
出
原
支
部
長
を
は
じ
め
と
す
る
建
設

業
者
皆
さ
ん
の
迅
速
な
判
断
・
対
応
が
早
急
な
復
旧
に
繋
が

っ
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

被
災
し
た
人
の
言
葉
が
胸
に
さ
さ
る
こ
と
も

　
自
宅
が
被
災
、
水
道
水
が
出
な
い
日
が
続
く
中
、
給
水
所

で
も
ら
っ
た
水
を
大
事
そ
う
に
抱
え
、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１

本
や
２
本
で
は
足
り
な
い
け
れ
ど
、
他
に
も
必
要
と
し
て
い

る
人
が
沢
山
い
る
。『
当
た
り
前
の
生
活
や
、
水
の
あ
り
が

た
さ
が
よ
く
分
か
っ
た
わ
』
と
話
す
女
性
や
、
自
分
の
事
務

所
が
全
壊
し
て
も
、
地
元
消
防
団
で
災
害
対
応
に
汗
を
流
す

消
防
団
員
も
い
た
。
自
分
の
こ
と
を
後
回
し
に
し
て
活
動
す

る
人
に
感
銘
を
受
け
た
」
そ
ん
な
姿
を
目
に
し
て
、
出
原
支

部
長
自
身
も
、
自
宅
や
事
務
所
が
被
害
に
遭
う
中
、
住
民
の

生
活
や
安
全
の
確
保
を
一
番
に
考
え
た
行
動
を
と
り
ま
し
た
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
連
携
を
強
化

　
情
報
が
錯
綜
す
る
災
害
直
後
、
状
況
把
握
に
時
間

を
要
し
た
教
訓
を
活
か
し
、
矢
掛
支
部
内
の
従
業
員

が
参
加
す
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
グ
ル
ー
プ
が
で
き
た
そ
う

で
す
。
迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
交
換
な
ど
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、「
行
政
、
建
設
業
、
消
防
団
、
自
主
防

災
組
織
な
ど
の
連
携
が
大
事
に
な
る
と
思
う
。
避
難

訓
練
や
防
災
訓
練
な
ど
建
設
業
協
会
と
し
て
も
積
極

的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
伝
え
た
い
あ
の
時
の
こ
と
②

↑国道486号線に散乱した土砂と災害ごみ

↑現在、工事中の小田川堤防護岸強化工事（小田地内）

岡山県建設業協会矢掛支部
支部長　出 原 正 朗  氏
（㈱出原建設　代表取締役）



5 令和３年６月号

特 集

警戒レベル 4「避難指示」で必ず避難

警戒
レベル 住民が取るべき行動 新たな避難情報等

5 命の危険、ただちに安全
確保 緊急安全確保

＜警戒レベル４までに必ず避難！＞

4 危険な場所から全員避難 避 難 指 示

3 避難に時間を要する人と
その支援者は避難開始 高齢者等避難

2
危険な場所へ近づかない
非常持出品の点検
避難場所や避難経路の確認

大雨・洪水・
高潮注意報

1 最新の気象情報の収集 早期注意情報

これまでの避難情報等

災害発生情報
（発生を確認した時に発令）

●避難指示（緊急）
 ●避難勧告

避難準備・
高齢者等避難開始

大雨・洪水・
高潮注意報
（気象庁）

早期注意情報
（気象庁）

⬅

⬅

⬅

避難情報が変わりました

　今年の出水期を前に、避難情報が変更されました。
　警戒レベル４「避難指示」で必ず避難してください。「避難勧告」は廃止されました。
　矢掛町から、警戒レベル３「高齢者等避難」または４「避難指示」が発令された地域にお住いの人は、速やか
に避難してください。ただし、安全な場所にいる人は避難場所に行く必要はありません。

新型コロナウイルス感染症に対応した避難のポイント

普段からできる家庭での備え

Point ①

Point ②

Point ③

　自宅が、洪水浸水想定区域や、土砂災害警戒区域などの危険な区域に入っておらず、自宅で安全が確保できる
場合は、在宅避難を検討しましょう。

　安全を確保できる親戚や知人の家への避難も検討しましょう。

　避難所に入る前に、体調チェックを行うほか、避難所内での感染症対策（手指消毒、
咳エチケットなど）を徹底しましょう。
　マスクや消毒液、体温計、スリッパ等を持参しましょう。

　総務防災課から配付されたハザードマップで避難先を確
認しましょう。また、事前に避難経路を歩いて、危険な場
所などを把握しておきましょう。
　災害時に必要な物をすぐに持ち出せるように準備をして
おきましょう。

在  宅  避  難

分  散  避  難

避難所への避難

自宅の災害リスクを確認

非常持出品の準備や備蓄

防災気象情報
（警戒レベル相当）
●氾濫発生情報
●大雨特別警報
　（土砂災害）

●氾濫危険情報
●土砂災害警戒情報

●氾濫警戒情報
●洪水警報
●大雨警報

●氾濫注意情報
●洪水注意報
●大雨注意報

●早期注意情報

↑町が配付した「防災ガ
イドブック（ハザードマ
ップ付）」



Information
まちからの

お知らせ

ひ
と
り
親
世
帯
を
応
援

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
低
所
得
の
ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
す

る
た
め
に
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
対 

象 

者
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
令
和
３
年
４
月
分
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
る
人

　
②
公
的
年
金
等
（
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
等
）
を
受
給
し
て
お
り
、
令
和
３
年

４
月
分
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
人
　

　
③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
す
る
な
ど
、
収
入
が
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
と
同
じ
水
準
と
な
っ
て
い
る
人

●
給 

付 

額
　
対
象
児
童
１
人
当
た
り
５
万
円

●
給
付
金
の
手
続
き
　

〈
支
給
対
象
者
①
に
該
当
す
る
人
〉

　
申
請
は
不
要
で
す
。
５
月
末
に
児
童
扶
養
手
当
指
定
口
座
に
振
り
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
支
給
対
象
者
②・③
に
該
当
す
る
人
〉

　
申
請
が
必
要
で
す
。

•

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
５
月
に
申
請
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

•

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
で
対
象
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
人
は
、
健
康
子
育
て
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限
　
令
和
４
年
２
月
28
日
㈪
ま
で

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
健
康
子
育
て
課
子
育
て
支
援
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

７
月
か
ら
受
付
が
始
ま
り
ま
す

令
和
３
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
に
つ
い
て

　
経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
認
め

ら
れ
れ
ば
保
険
料
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
免
除
の
決
定
を
受
け
た
人
は
、
令
和
３
年
６
月
末
で
免
除
等
の
期
間
が
終
了

し
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
等
を
希
望
す
る
場
合
は
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

　
過
去
２
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
が
可
能
で
す
。
過
去
の
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
人

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
免
除
申
請
に
必
要
な
物

　
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

　
②
退
職
・
失
業
等
の
理
由
に
よ
る
免
除
申
請
等
は
、
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

■問
倉
敷
西
年
金
事
務
所
　
☎
０
８
６（
５
２
３
）６
３
９
５

　 

健
康
子
育
て
課
国
民
健
康
保
険
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
７
１

令
和
３
年
度  

矢
掛
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
概
要
）

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
で
、
７
千
７
百
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
は
81
億
９
千
１
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■問
企
画
財
政
課
財
政
係
　
☎（
82
）１
０
５
７
　
有
線
０
６
０
７

新型コロナワクチン接種事業
1,548万円

高齢者の７月末接種完了のための
集団接種体制拡充

低所得子育て世帯生活支援
特 別 給 付 金 事 業

1,221万円
ひとり親以外の低所得子育て世帯へ
子ども１人当たり５万円を給付

地方創生推進交付金を活用
したさらなる賑わいづくり

2,165万円
●山陽道やかげ宿賑わい創出事業補助
　　　　　　　　 　  1,865万円
●道の駅１周年記念イベント
　　　　　　　　　　　 300万円

重要文化財管理運営団体
特 別 支 援 金

65万円
「本陣を守る会」への支援

防 災 対 策 事 業
330万円

中溝排水路（西川面山陽マルナカ横）
の改修

美 術 館 特 別 展 開 催
785万円

「与勇輝創作人形展」の開催

がけ地近接等危険住宅
移 転 事 業 補 助

829万円
土砂災害のおそれのある危険住宅の
移転等への補助

大仁五児童遊園遊具設置
326万円

　
町
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
や
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
人
が
安
心
し
て
診
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
受
給
資
格
証
の
有

効
期
限
は
、
６
月
30
日
で
す
。
７
月
以
降
も
引
き
続
き
該
当
と
な
る
人
は
更
新
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
更
新
の
該
当
者
に
は
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
該
当
と
な
る
人
も
申
請
を
し
な
け
れ
ば
、
受
給
資
格
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
だ
申
請
し
て
し
て
い
な
い
人
は
必
要
書
類
を
持
参
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 

心
身
障
害
者
医
療
費

●
対
　象
　者
　
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

　
②
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

　
③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
つ
療
育
手
帳
Ｂ
の
両
方
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

　※

65
歳
以
上
で
新
規
に
対
象
要
件
に
該
当
と
な
っ
た
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　※

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
必
要
書
類
等

　
・
同
一
健
康
保
険
加
入
者
全
員
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
写
し
可
）

　
・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
（
所
持
し
て
い
る
も
の
）

■問
福
祉
介
護
課
福
祉
推
進
係
　
☎（
82
）１
０
２
６
　
有
線 

０
５
８
１

障
が
い
の
あ
る
人
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
人
へ

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
へ

児
童
手
当
の
現
況
届
は
６
月
30
日
ま
で
に
提
出
を

　
児
童
手
当
お
よ
び
特
例
給
付
（
以
下
、「
児
童
手
当
等
」）
は
中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
の
誕

生
日
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
６
月
初
旬
に
「
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
必

要
書
類
を
添
付
し
て
、
６
月
30
日
㈬
ま
で
に
健
康
子
育
て
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届

の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
支
給
対
象
児
童
お
よ
び
支
給
額
　
　
　
　
　
　●
現
況
届
の
手
続
き
に
必
要
な
物

　（
児
童
１
人
当
た
り
の
月
額
）

●
提
出
方
法

　
健
康
子
育
て
課
窓
口
へ
持
参
す
る
か
、
現
況
届
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
健
康
子
育
て
課
子
育
て
支
援
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

•受給者本人の健康保険証の
　写しまたは年金手帳（基礎
　年金番号がわかるページ）
　の写し

厚生年金に
加入している人

 

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

●
対
　象
　者
　
　
前
年
の
所
得
税
が
非
課
税
の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
18
歳
未
満
の
児
童
（
児
童
が
高
校
に
在
学
し
て
い
る
場
合
、
最
長
20
歳
の
年
度
末
ま
で
）

を
監
護
す
る
配
偶
者
の
な
い
人
お
よ
び
そ
の
児
童

　
②
父
母
の
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
配
偶
者
の
な
い
人

　※

年
少
扶
養
控
除
や
特
定
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
が
あ
る
も
の
と
し
て
判
定
す
る
た
め
、
所
得

税
が
課
税
で
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
必
要
書
類
等

　
・
同
一
健
康
保
険
加
入
者
全
員
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
写
し
可
）

　
・
在
学
証
明
書
（
児
童
が
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
高
等
学
校

等
に
在
学
し
て
い
る
人
）

　
・
児
童
扶
養
手
当
証
書
ま
た
は
戸
籍
謄
本
（
新
規
申
請
の
人
の
み
）

■問
健
康
子
育
て
課
子
育
て
支
援
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

０
５
３
２

支　給　額対　　象　　児　　童

15,000円３　　歳　　未　　満

10,000円第１・２子

15,000円第３子以降

10,000円中　　　学　　　生

３歳から
小学校修了まで

※児童を養育している人の所得が所得制限限度額以上の場合、
　特例給付として児童１人につき月額5,000円を支給します。

必　要　な　物対　象　者

•児童手当•特例給付現況届

•別居監護申立書（町子育て
　支援サイトからダウンロー
　ドできます）

養育する児童と
別居している人

受給者全員

※公務員の人は勤務先で手続きをしてください。

6令和３年６月号



Information
まちからの

お知らせ

ひ
と
り
親
世
帯
を
応
援

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
低
所
得
の
ひ
と
り
親
家
庭
を
支
援
す

る
た
め
に
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
対 

象 

者
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
令
和
３
年
４
月
分
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
る
人

　
②
公
的
年
金
等
（
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
等
）
を
受
給
し
て
お
り
、
令
和
３
年

４
月
分
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
人
　

　
③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
す
る
な
ど
、
収
入
が
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
と
同
じ
水
準
と
な
っ
て
い
る
人

●
給 

付 

額
　
対
象
児
童
１
人
当
た
り
５
万
円

●
給
付
金
の
手
続
き
　

〈
支
給
対
象
者
①
に
該
当
す
る
人
〉

　
申
請
は
不
要
で
す
。
５
月
末
に
児
童
扶
養
手
当
指
定
口
座
に
振
り
込
ん
で
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
支
給
対
象
者
②・③
に
該
当
す
る
人
〉

　
申
請
が
必
要
で
す
。

•

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
５
月
に
申
請
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

•

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
で
対
象
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
人
は
、
健
康
子
育
て
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
限
　
令
和
４
年
２
月
28
日
㈪
ま
で

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
健
康
子
育
て
課
子
育
て
支
援
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

７
月
か
ら
受
付
が
始
ま
り
ま
す

令
和
３
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
に
つ
い
て

　
経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
を
し
て
認
め

ら
れ
れ
ば
保
険
料
が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
免
除
の
決
定
を
受
け
た
人
は
、
令
和
３
年
６
月
末
で
免
除
等
の
期
間
が
終
了

し
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
等
を
希
望
す
る
場
合
は
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

　
過
去
２
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
が
可
能
で
す
。
過
去
の
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
人

も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
免
除
申
請
に
必
要
な
物

　
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

　
②
退
職
・
失
業
等
の
理
由
に
よ
る
免
除
申
請
等
は
、
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

■問
倉
敷
西
年
金
事
務
所
　
☎
０
８
６（
５
２
３
）６
３
９
５

　 

健
康
子
育
て
課
国
民
健
康
保
険
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
７
１

令
和
３
年
度  

矢
掛
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
概
要
）

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
で
、
７
千
７
百
万
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総

額
は
81
億
９
千
１
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■問
企
画
財
政
課
財
政
係
　
☎（
82
）１
０
５
７
　
有
線
０
６
０
７

新型コロナワクチン接種事業
1,548万円

高齢者の７月末接種完了のための
集団接種体制拡充

低所得子育て世帯生活支援
特 別 給 付 金 事 業

1,221万円
ひとり親以外の低所得子育て世帯へ
子ども１人当たり５万円を給付

地方創生推進交付金を活用
したさらなる賑わいづくり

2,165万円
●山陽道やかげ宿賑わい創出事業補助
　　　　　　　　 　  1,865万円
●道の駅１周年記念イベント
　　　　　　　　　　　 300万円

重要文化財管理運営団体
特 別 支 援 金

65万円
「本陣を守る会」への支援

防 災 対 策 事 業
330万円

中溝排水路（西川面山陽マルナカ横）
の改修

美 術 館 特 別 展 開 催
785万円

「与勇輝創作人形展」の開催

がけ地近接等危険住宅
移 転 事 業 補 助

829万円
土砂災害のおそれのある危険住宅の
移転等への補助

大仁五児童遊園遊具設置
326万円

　
町
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
や
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
人
が
安
心
し
て
診
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
受
給
資
格
証
の
有

効
期
限
は
、
６
月
30
日
で
す
。
７
月
以
降
も
引
き
続
き
該
当
と
な
る
人
は
更
新
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。
更
新
の
該
当
者
に
は
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
該
当
と
な
る
人
も
申
請
を
し
な
け
れ
ば
、
受
給
資
格
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
ま
だ
申
請
し
て
し
て
い
な
い
人
は
必
要
書
類
を
持
参
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

 

心
身
障
害
者
医
療
費

●
対
　象
　者
　
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

　
②
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

　
③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
つ
療
育
手
帳
Ｂ
の
両
方
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

　※

65
歳
以
上
で
新
規
に
対
象
要
件
に
該
当
と
な
っ
た
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　※

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
必
要
書
類
等

　
・
同
一
健
康
保
険
加
入
者
全
員
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
写
し
可
）

　
・
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
（
所
持
し
て
い
る
も
の
）

■問
福
祉
介
護
課
福
祉
推
進
係
　
☎（
82
）１
０
２
６
　
有
線 

０
５
８
１

障
が
い
の
あ
る
人
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
人
へ

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
へ

児
童
手
当
の
現
況
届
は
６
月
30
日
ま
で
に
提
出
を

　
児
童
手
当
お
よ
び
特
例
給
付
（
以
下
、「
児
童
手
当
等
」）
は
中
学
校
卒
業
ま
で
（
15
歳
の
誕

生
日
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
６
月
初
旬
に
「
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
必

要
書
類
を
添
付
し
て
、
６
月
30
日
㈬
ま
で
に
健
康
子
育
て
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届

の
提
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
支
給
対
象
児
童
お
よ
び
支
給
額
　
　
　
　
　
　●
現
況
届
の
手
続
き
に
必
要
な
物

　（
児
童
１
人
当
た
り
の
月
額
）

●
提
出
方
法

　
健
康
子
育
て
課
窓
口
へ
持
参
す
る
か
、
現
況
届
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
健
康
子
育
て
課
子
育
て
支
援
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

•受給者本人の健康保険証の
　写しまたは年金手帳（基礎
　年金番号がわかるページ）
　の写し

厚生年金に
加入している人

 

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

●
対
　象
　者
　
　
前
年
の
所
得
税
が
非
課
税
の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
①
18
歳
未
満
の
児
童
（
児
童
が
高
校
に
在
学
し
て
い
る
場
合
、
最
長
20
歳
の
年
度
末
ま
で
）

を
監
護
す
る
配
偶
者
の
な
い
人
お
よ
び
そ
の
児
童

　
②
父
母
の
な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
配
偶
者
の
な
い
人

　※

年
少
扶
養
控
除
や
特
定
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
が
あ
る
も
の
と
し
て
判
定
す
る
た
め
、
所
得

税
が
課
税
で
も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
必
要
書
類
等

　
・
同
一
健
康
保
険
加
入
者
全
員
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
写
し
可
）

　
・
在
学
証
明
書
（
児
童
が
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
高
等
学
校

等
に
在
学
し
て
い
る
人
）

　
・
児
童
扶
養
手
当
証
書
ま
た
は
戸
籍
謄
本
（
新
規
申
請
の
人
の
み
）

■問
健
康
子
育
て
課
子
育
て
支
援
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線 

０
５
３
２

支　給　額対　　象　　児　　童

15,000円３　　歳　　未　　満

10,000円第１・２子

15,000円第３子以降

10,000円中　　　学　　　生

３歳から
小学校修了まで

※児童を養育している人の所得が所得制限限度額以上の場合、
　特例給付として児童１人につき月額5,000円を支給します。

必　要　な　物対　象　者

•児童手当•特例給付現況届

•別居監護申立書（町子育て
　支援サイトからダウンロー
　ドできます）

養育する児童と
別居している人

受給者全員

※公務員の人は勤務先で手続きをしてください。

7 令和３年６月号



新型コロナウイルス関連情報
高齢者の予約率が80%を超えました !

￼ 町では、5月 17日㈪から新型コロナウイルスワクチン接種を進めています。
現在、￼高齢者については対象者の80%を超える人がすでに1回目の予約を済ませ
ています。
　高齢者の2回目接種については、6月 7日㈪から始まり、7月中旬に完了する
見込みです。

一 般 の 接 種 も ス タ ー ト
￼　一般の人は、高齢者に続いて接種が始まります。
 ◦予 約 開 始   　基礎疾患をお持ちの人　　6月10日㈭ から優先予約開始
　　　　　　　　60歳〜64歳までの人　　6月15日㈫ から優先予約開始
 　　　　　 　 　 上 記 以 外 の 人　　6月22日㈫ から予約開始
 ◦接 種 開 始　　　 　 　 　 　 　 　6月29日㈫ から接種開始
 ◦接種当日必要な物

◦接種に関する留意事項
①集団接種会場は、予約時間の15分前から入場可能です。
②予診票は、ご自宅で必要事項を事前に記入してからご持参ください。
③接種の日は、肩を出しやすい服装でお越しください。（半袖 T シャツに上着を羽織る等） 
④ 15 歳以下の人が接種を受けるには、保護者の同意が必要です。

集団接種ご来場の皆さんへのお願い  〜予約時間に合わせてご来場を〜

　集団接種会場（町農村環境改善センター多目的ホール）には、予約時間の15分前から入場可能ですが、
該当の時間より早く会場内に入ることはできません。3 密対策、熱中症対策のため、入り口前に大勢が
待機しないよう、ご自身の予約時間を目途にお越しいただきますようお願いします。

教 職 員 等 へ の ワ ク チ ン 接 種 に つ い て
　町では、園児や児童、生徒の安全を守り、教育の機会を確保するため、6 月14日㈪から教職員等への
ワクチン接種を開始しています。対象は、矢掛高等学校・町内の小中学校・認定こども園・保育園の教
職員等、約280 名です。
　町民の皆さんには、ご理解いただきますようお願いします。

 

■問 健康子育て課健康づくり係　 ☎（82）1013　有線 9630

接種券 予診票

運転免許証
健康保険証 等 おくすり手帳 等

ご自宅で記入して
ご持参ください

現在飲んでいる
薬の内容が
わかるもの

身分証明
できるもの

※現在お薬を服用中の方

8令和３年６月号



Information
まちからの

お知らせ

「矢掛町で一緒に働きませんか？」

矢掛町職員を募集します矢掛町職員を募集します矢掛町職員を募集します
■問総務防災課人事給与係　☎（82）1010　有線 0522

　町では、次のとおり矢掛町職員を募集します。受験希望者は、指定様
式の受験申込書に必要書類を添えて、総務防災課へ申し込みください。

●試 験 日
　•１次試験（２日間あります）
　　【１日目】筆記　9月19日㈰　筆記試験、事務・性格適性検査、作文
　　【２日目】面接　9月21日㈫ ～ 9月24日㈮ のいずれか１日　個人面接
　•２次試験　10月 24日㈰　集団討議、個人面接
　　　　　　　※１次試験合格者のみに通知　　　　　　　
●試験会場　矢掛町役場
●申込受付期間　6月17日㈭ ～ 8月20日㈮ 必着（平日 午前8時30分～午後5時15分）
●提出書類の入手方法
　▶矢掛町のホームページからダウンロード
　　http://www.town.yakage.okayama.jp/
　▶郵便請求　封筒の表に『受験申込書請求』と『職種』を朱書きし、120円切手を貼った
宛先明記の返信用封筒角 2号（Ａ4判）を同封して送付してください。

職　　種 採用予定人数 受　験　資　格

一 般 事 務 職
（大学卒）
平成 6年 4月 2日以降生まれで、学校教育法による大学（短期
大学を除く）を卒業した人、または令和 3 年度末までに卒業見
込みの人

若 干 名

職　　種 募集人数（雇用形態） 資　格　要　件

看護師免許取得者看　護　師 若 干 名

随時募集しています！
  正　　職　　員

↑町ホームページは
　コチラから

職　　種 募集人数（雇用形態） 資　格　要　件

調　理　員
資　格：不問
勤務先：認定こども園、各保育園、矢掛寮、町国民健康保険病院、
学校給食共同調理場のいずれか

資　格：保育士資格および幼稚園教諭免許
勤務先：認定こども園、各保育園

１  名

保　育　士 １  名

資　格：不問
勤務先：町国民健康保険病院

看 護 助 手 ２  名

  会計年度任用職員

  一　般　事　務　職　　●募集職種および試験等（令和４年４月１日採用予定）

キラリ輝くまち！キラリ輝くまち！

　新型コロナウイルス感染症の今後の拡大状況によっては、採用試験の実施にあたり、日程や会場、試験内
容の変更等を行う場合があります。変更等を行った場合は、町ホームページでお知らせしますので、受験前
にご確認ください。

  新型コロナウイルス感染症への対応について  新型コロナウイルス感染症への対応について

9 令和３年６月号



広がる！地域の優しい見守り！

認知症サポーターステッカーとは？

認知症サポーターステッカーについて
■問福祉介護課地域包括支援センター　☎（82）1026　有線 0572

　認知症になると同じものを買ったり、会計が難しくなったりすることがあります。町では、そんなときに優し
く正しい対応ができる認知症サポーターの養成と認知症サポーターステッカーの交付を行っています。

　町では、認知症の人やその家族が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることがで
きるまちを目指して、認知症サポーターがいる事業所（店舗や銀行など）や団体など
に対して、認知症サポーターステッカーを交付しています。
　このステッカーは認知症の人とその家族を理解し支援する「認知症サポーターがい
る事業所」の証となるものです。

ステッカーの交付を受けるには？
　認知症サポーター養成講座を受講することで、認知症サポーターになれます。受講
後、申し込み団体にステッカーを交付します。

認知症サポーターの一員になりませんか？
　年を重ねると足腰が弱くなるのと同じように認知機能も衰えます。認知症になっても今までと同じ生活がで
きるようにそっと手助けができる認知症サポーターの一員になりませんか？
●認知症サポーター養成講座（団体用）の申し込み先　　 　福祉介護課地域包括支援センター　☎（82）1026

老人福祉センター

池田屋 ミカサオーディオ

認知症サポーターステッカー

ステッカーを掲示している場所を紹介します！
この他にも貼っている場所があるので、探してみてください。

小田小学校 川面公民館

Information
まちからの

お知らせ
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■問（一財）矢掛町観光交流推進機構【やかげＤＭＯ】 矢掛 1989（矢掛ビジターセンター問屋内）
　☎（83）0001　FAX（83）0025
　メール　yakage-kanko@yakage-dmo.or.jp　ホームページ　https://japan-yakage.jp/

地域の魅力再発見！
マイクロツーリズムに参加してみませんか？ 
地域の魅力再発見！
マイクロツーリズムに参加してみませんか？ 

やかげＤＭＯ通信やかげＤＭＯ通信 

14：00　町家交流館　集合→町並み散策（ガイド付）→
　　　　 宿チェックイン（夕食）

   9：30　宿出発→
　　　　 水車の里フルーツトピアで果物狩り→
　　　　 昼食：手ぶらでBBQ
14：00　町家交流館　解散

1 日目

2 日目

14：00　町家交流館　集合→
　　　　 桃源郷はなしの里へ移動→
　　　　 テント設営・夕食（BBQ）

   9：00　朝食→吉祥寺（拝観・座禅）→自然観察または
　　　　 農業体験→はなしの里（昼食）→
14：00　町家交流館　解散

1 日目

2 日目

おすすめコース

　やかげDMOではコロナ禍において遠方へお出かけしにくい現状を踏まえ、地域の魅力を再発見していただ
く魅力あるツアーコースをご提案します。7月上旬から参加申込の受付を開始します。
　詳細および追加コース等の最新情報はやかげDMOのホームページをご覧ください。

マイクロツーリズムによる地域の魅力再発見事業概要
●実施期 間　７月１日㈭～12月31日㈮
　※当事業の予算額に達した場合、期間内であっても予告なく終了することがあります。
●参加対象者　全ての方　　参加申込枠：2～9名のグループ
●参加負担金　大人（中学生以上）：5,000円　小人（3歳～小学生）：2,000円
●申　込　先　二葉観光ツーリスト　090-4898-0002（当事業の旅行受付・実施委託先）
　※申込は祝日を除く　月～金曜日　午前10時～午後5時
　※ツアー実施希望日の2週間前までにお申し込みください。
　※申込時に希望コース名、希望日程（2つ）、代表者氏名、住所、連絡先、人数が必要となります。
●そ　の　他　•「矢掛まちなか周遊応援事業」と併用可能です。対象宿泊施設に宿泊した場合、登録

店で使えるクーポンを交付します。詳しくは、町ホームページをご覧ください。
　　　　　　　•本事業は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した事業です。

◆ 夏の自然満喫コース① ◆　（7月17日㈯宿泊分から受付開始）

※このコースは、土曜日宿泊のみ・3名以上での申し込み受付です。

◆ 夏の自然満喫コース② ◆　（8月下旬～9月中旬）

※施設の休館日等により申し込みを受けられない日があります。
※全てのコースに添乗員はつきません。
※体験等は時期によって行程の一部を変更することがあります。
この他に「歴史コース」や「天文コース」などがあります。
詳しくはDMOのホームページをご覧ください。

←DMOの
　ホームページは
　コチラから
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矢
掛
町
の
農
産
物
を
活
用

矢
掛
町
の
農
産
物
を
活
用

矢
掛
町
の
農
産
物
を
活
用
新
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
!

新
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
!

新
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
!

　「令
和
３
年
度
矢
掛
町
地
域
農
産
物
活
用
メ
ニ
ュ
ー
等
開
発
奨
励
事
業
」
を
活
用
し
て
新
た
に

開
発
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
・
商
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（凡例）　①使用農産物（矢掛町産）
　　　　②販売期間（予定）
　　　　③メニュー等の特徴　④販売場所
　　　　⑤お問い合わせ先（事業者名等）

①アスパラガス　②11月末ごろまで
③ご飯の上にアスパラ入り焼きそばを
乗せた丼ぶり（焼肉のたれとソース
で味付け）
④・⑤石井ファーム

アスパラ入り焼きそば丼アスパラ入り焼きそば丼

　町では、アフターコロナに向け、矢掛
町産の農産物を活用して新たなメニュー
等の開発・販売を行う町内の飲食店等へ
の奨励事業を実施しています。
⚫支給金額
　３万円／事業者等（１回限り）
※予算の範囲内で事業を行うため、早期
に終了することもあります。
⚫申請期日　８月２日㈪
■問産業観光課地域振興係
　☎（82）1016

事
業
者
支
援
　受
付
は
７
月
��
日
ま
で
で
す
！

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
︑
事
業
収
入
が
減
少
し
た
中
小
企

業
者
等
を
支
援
す
る
た
め
︑
事
業
継
続
の
た
め
の
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
︒

●
対
象
者
　町
内
の
中
小
企
業
者
等
　�
法
人
　町
内
に
主
た
る
事
業
所
︵
本
社
︶
を
有
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�
個
人
　町
内
に
主
た
る
事
業
所
お
よ
び
住
所
を
有
す
る

●
支
援
金
額
　中
小
企
業
者
��
万
円
・
小
規
模
事
業
者
��
万
円

た
だ
し
︑
事
業
収
入
の
減
少
が
著
し
い
事
業
者
︵
減
少
率
70
％
以
上
か
つ
減
少
額

４
︐
０
０
０
万
円
以
上
︶
40
万
円

●
主
な
要
件
　�
令
和
元
年
分
と
令
和
２
年
分
の
事
業
収
入
額
を
比
較
し
て
︑20
％
以
上
か
つ
20
万

　
　
　
　
　
　
　円
︵
小
規
模
事
業
者
は
10
万
円
︶
以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　�
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
︵
徴
収
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
場
合
は
除
く
︶

　
　
　
　
　
　�
暴
力
団
も
し
く
は
暴
力
団
員
と
関
係
が
な
い
こ
と

●
申
請
方
法
　備
中
西
商
工
会
に
確
認
を
受
け
た
申
請
書
・
確
定
申
告
書
︵
令
和
元
年
分
・
２
年
分
︶

等
を
産
業
観
光
課
へ
提
出

●
受
付
期
限
　７
月
30
日
㈮
ま
で

　
　
　
　
　
　午
前
９
時
�
正
午
・
午
後
１
時
�
５
時
︵
祝
日
を
除
く
月
曜
日
�
金
曜
日
︶

　
　
　
　
　
　詳
し
く
は
︑
町
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
︒

※

予
算
の
範
囲
内
で
事
業
を
行
う
た
め
︑
早
期
に
終
了
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
︒

■問
産
業
観
光
課
商
業
観
光
係
☎（
��
）１
０
１
６

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
継
続
特
別
支
援
金
に
つ
い
て

　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　５月16日から岡山県にも新型コロナウイルス感染症対策の緊急事態宣言が発令されま
した。図書館も基本的には閉館し、限られたサービスしかできなくなりました。いつも図
書館を利用してくださる皆さんには、大変ご不便をおかけしました。
　ゆったりとした、おうちでの時間を過ごすには、読書は良い楽しみ方だと思います。こ
れからも皆さんに図書館を利用していただくために、図書・雑誌・視聴覚資料を整備して
いきたいと思います。

カウンターからの情景

図書館のイベント
おはなしらんど
◆と　き　6月26日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　図書館
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵

本の読み聞かせやエプロンシアター
など楽しいおはなしがいっぱい。

えいごであそぼう
◆と　き　7月 17日㈯　午前11時〜
◆ところ　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど
※￼先生の都合により日時が変更になる場合がありますの
でＨＰやチラシ等でご確認ください。

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

郷土にゆかりのある本
「聞き書き集　やかげ　第７号」　　　　やかげ聞き書き人の会／編著・発行

7月の図書館カレンダー

25 26 27

日

5 6 7 98
1 2

10
3

11
4
12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24
28 29 30 31

火水木金土月

は休館日6月の休館日
　21日（月）・28日（月）

　



想定エネルギー量
2,200kcal±200kcal（基本形）

健康子育て課健康づくり係
　 ☎（82）1013　有線  9630
問

7月の健康カレンダー

Health  Calendar　JulyHealth  Calendar　July

18日㈰
22日㈭/㈷

※事前に連絡をしてから受診してください。

☎(84)０００１あゆみクリニック
23日㈮/㈷ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

☎(82)１３２１水 川 内 科 医 院
11日㈰ ☎(82)０３０８鳥　越　病　院

休日当番医

  4日㈰ ☎(82)３１１３筒　井　医　院
と　　き 病　　　院　　　名

健康的な食習慣を身につけましょう！

25日㈰ ☎(82)０２０２山 縣 内 科 医 院

受付：午後０時４０分～（２部制）
会場：老人福祉センター  7日㈬ 2歳児歯科健康診査

受付：午前９時１０分～９時３０分
会場：老人福祉センター  8日㈭ すこやか育児学級

対象：4～6か月児

21日㈬

定期献血

時間・会場と　き 内　　　容

受付：午前９時～１０時
会場：老人福祉センター 育児相談

21日㈬
受付：午前９時１０分～１１時３０分
　　　午後０時４５分～  １時４０分
会場：健康管理センター

　さまざまな経験を通じて「食」に関する知識とバランスの良い「食」
を選択する力を身に付け、健全な食生活を実践できる力を育むこと
です。

■ 「食育」ってなに？

●家庭で過ごす時間が増えた今、食材を選び、料理を作り、大切な人と食卓を囲む時間も増えました。普段の
食生活を振り返ってみましょう。

●食に関心を持ち続け、健康的な食習慣を身に付けましょう。また、家庭だけでなく、地域全体で食育を進め
ていきましょう。

■ 6月は食育月間、毎月19日は「食育の日」です！

健康・子育て・こころ

6月は「食育月間」、19日は「食育の日」です

矢掛町の食育推進計画（一部抜粋）
～皆さんに取り組んでいただきたいこと～

■ 矢掛町の「食育推進計画」が令和3年3月に新しく策定されました！

① 朝ごはんと食習慣
・毎日、3食の時間を決めて食べましょう。
・栄養成分表示などを活用し、主食・主菜・
　副菜を意識して、自分に合った食事を選択
　しましょう。
② 食を通じたコミュニケーション
・家族や友人と食卓を囲み、一緒に料理を作
　ることなどで食育の場をつくりましょう。
③ 食べ物への感謝と地産地消
・食事のマナーや食べ物を大切にするとともに、地元の食材を積極的に使いましょう。

13 令和３年６月号
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中国大会出場選手を激励

川面小２年生  アスパラガスの収穫体験

　矢掛高校軟式野球部が「第
29回中国地区高等学校軟式
野球大会（5/29～ 6/1　広
島県）」に出場。
　これは、「令和３年度春季
岡山県高等学校軟式野球大
会」において準優勝し、中国
大会出場が決定したものです。

　５月14日、川面小学校２
年生が地元農家の山辺勝彦
氏のほ場でアスパラガスの収
穫を体験。
　競うように伸びたアスパラ
ガスを児童は真剣に切り取り
ました。

まちのわだい

そのゴミ減らせます！小田小児童が環境を考える
　６月１日、小田小学校で「環境」について学ぶ出前
講座が開催されました。
　６月の環境月間に合わせた学習で、４年生の児童
19名が「３R（リデュース、リユース、リサイクル）」
の具体的な取り組みや正しいごみの捨て方を学びまし
た。授業の後半には、ごみ収集車への積込みや荷台を
持ち上げて排出する操作を体験。
　授業をした矢掛美環産業㈱の中島氏は「ごみの分別
や、ごみステーション内にきれいに捨てることを心掛
けて欲しい」と話し、山下優星くんは、「リサイクル
の大切さや、ごみ収集する人の大変さが分かった」と
話しました。

↑ごみの積込みや排出を体験
する児童

↑「かわまちづくり計画」策定に向けて開かれた協議会

小田川（嵐山）かわまちづくり協議会  開催
　５月 21日、「第１回矢掛町小田川（嵐山）かわま
ちづくり協議会」が町役場で開催されました。
　協議会は、町や関係団体代表、河川管理者で構成。
小田川周辺の自然環境と重伝建エリアを含む町並みを
セットにした賑わい創出を目的とし、新たなハード・
ソフト施策の展開に取り組みます。
　素案としては、親水広場やオートキャンプ場の整備、
嵐山公園の再整備のほか、イベントの充実などが挙げ
られ、新たな利活用について、出席者らは積極的に意
見を出し合いました。
　協議会は７月と11月に開催を予定しており、今年
度中に計画を作成し、令和４年度に国土交通省へ提出。
令和５年度の事業着手を目指して、検討を進めます。

水辺を活かした魅力的なまちづくりへ

14令和３年６月号

↑宇内地区の川辺で乱舞するホタル

宇内のホタル　幻想的な光跡描く
　５月下旬～６月上旬、川面地区宇内の星田川周辺に
は、ゲンジボタルが乱舞します。
　例年、この時期には「宇内ホタル観賞旬間」、「宇内
ホタルまつり」が開催され、多くの人が訪れます。今
年は昨年に続き、新
型コロナウイルス感
染症拡大防止のた
め、中止となりまし
たが、無数の光跡を
描くホタルの光は見
る人を楽しませまし
た。
　近くに住む男性は
「例年より少しピー
クが早く、数が多い
ように感じる。来年
こそはコロナが収束
し、町内外の人に見
に来て欲しい」と話
しました。
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読者のひろば
みんな集まれ！

    た なか そ   ら

田中蒼空ちゃん（横谷）
（R2年６月25日生まれ）

お姉ちゃんに鍛えられて、た
くましく育ってね☆

  ひがしもと  ま   こ

東本茉子ちゃん（里山田）
（R2年６月23日生まれ）

お兄ちゃんたちと元気にすく
すく育ってね♡

 おかもと み そら

岡本美空ちゃん（南山田）
（R2年６月11 日生まれ）

健やかに　朗らかに　大きく
なってね！

   あら き　　あおい

荒木　葵くん（東川面）
（R2年６月14日生まれ）

葵の未来が素敵なものになり
ますように。

   かわばた　 じょう

川端　丈くん（西川面）
（R2年６月20日生まれ）

お姉ちゃん、お兄ちゃんと元
気に育ってね

 　やま  の　　つむぎ

山野　紬ちゃん（矢掛）
（R2年６月７日生まれ）

生まれてきてくれてありがと
う♡元気に育ってね☆

     もりしげはる と

森繁晴心くん（矢掛）
（R2年 6 月 1 日生まれ）

末っ子長男♡姉ちゃん２人と
元気に大きくなぁ～れ！

我が家のアイドル我が家のアイドル
Happy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st BirthdayHappy1st Birthday

★ 対 象 者★　町内在住で令和
２年７月生まれのお子さん
★応募期限★
　令和３年６月30日（水）必着
★応募方法★　写真に①住所②
氏名（ふりがな）③性別④生年月
日⑤電話番号⑥20字程度のメッ
セージを添えてご応募ください。
★ 応募・お問い合わせ★
　総務防災課秘書広報係
　〒714−1297　（役場専用）矢掛町矢掛3018
　☎（82）1010　有線 0522

満1歳のお祝いに
写真を掲載しませんか？

15 令和３年６月号



information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

健康子育て課
☎（

（

８２）１０１３
福祉介護課

☎ ８２）１０２６
産業観光課

☎（８２）１０１６
建　設　課

☎（８２）１０１４
上下水道課

☎

（８２）０１７３
議会事務局

☎（８２）１１１９
教育委員会

　

教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,859 人（－13） 
　男　     6,655 人（－  7） 
　女　     7,204 人（－  6）
世帯数　  5,488世帯（－2）

令和３年６月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ
　  まちの鳥　ウグイス
　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

相

　
　談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　き
　
６
月
25
日
㈮
、
７
月
9

日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
正

午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
相
談
料
　
無
料

◦
対
象
者
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る

人◦
そ
の
他
　
産
業
観
光
課
へ
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
な
し
で

も
相
談
可
能
で
す
が
、
予
約
さ
れ
て

い
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
中

小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者
の
新
た

な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上
の
諸
問

題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
７
月
21
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部（
矢

掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
７
月
７
日
㈬
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

心
配
ご
と
相
談

◦
と

　き
　
７
月
16
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、結

婚
問
題
、悪
徳
商
法
、多
重
債
務
な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と
　き
　
７
月
７
日
㈬
、
14
日

㈬
、
21
日
㈬
、
28
日
㈬
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
49
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と

　き
　
７
月
14
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
対
象
者
　
15
～
49
歳
の
人
ま
た
は

有料広告 有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713�8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診療！！
（木・祝休診）
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information
おしらせ

矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務防災課
☎（８２）１０１０

企画財政課
☎（８２）１０５７

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

健康子育て課
☎（

（

８２）１０１３
福祉介護課

☎ ８２）１０２６
産業観光課

☎（８２）１０１６
建　設　課

☎（８２）１０１４
上下水道課

☎

（８２）０１７３
議会事務局

☎（８２）１１１９
教育委員会

　

教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　13,859 人（－13） 
　男　     6,655 人（－  7） 
　女　     7,204 人（－  6）
世帯数　  5,488世帯（－2）

令和３年６月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ
　  まちの鳥　ウグイス
　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
健
康
子
育
て
課
子
育
て
支
援
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン

タ
ー
農
業
大
学
校
学
生
募
集

　
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

農
業
大
学
校
で
は
令
和
４
年
度
入
学

の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

◦
受
付
期
間

推
薦
入
学

　
８
月
25
日
㈬
～
９
月
８
日
㈬

一
般
入
学
（
前
期
）

　
10
月
13
日
㈬
～
10
月
27
日
㈬

一
般
入
学
（
後
期
）

　
１
月
４
日
㈫
～
１
月
13
日
㈭

※
合
格
状
況
に
よ
っ
て
は
後
期
試
験

を
実
施
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
入
学
試
験
期
日

推
薦
入
学
　
９
月
25
日
㈯

一
般
入
学
（
前
期
）　
11
月
12
日
㈮

一
般
入
学
（
後
期
）　
１
月
26
日
㈬

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■問
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

農
業
大
学
校

☎
０
８
６（
９
５
５
）０
５
５
０

陸
海
空
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　
防
衛
省
で
は
陸
海
空
自
衛
官
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
各
試
験
日
に
つ
い
て
は
、
下
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁

地
域
事
務
所

☎
０
８
６
６（
22
）２
３
１
４

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
コ
ロ
ナ
差
別

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

感
染
し
た
人
や
そ
の
家
族
、
医
療
機

関
の
関
係
者
等
が
不
当
な
差
別
的
扱

い
を
受
け
る
な
ど
の
事
例
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
感
染
の
拡
大
に
立
ち
向
か
う
べ
き

と
き
に
、
感
染
者
や
そ
の
勤
務
先
、

治
療
を
行
う
医
療
機
関
等
に
対
す
る

誤
解
や
偏
見
に
基
づ
く
差
別
は
決
し

て
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
そ
う
し
た
差
別
や
偏
見
等

が
広
が
る
こ
と
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
人
々
の
不

安
を
あ
お
り
、
そ
の
結
果
、
熱
や
咳

が
あ
っ
て
も
受
診
を
た
め
ら
い
、
更

な
る
感
染
拡
大
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
は
、
不
確
か
な
情
報
に

惑
わ
さ
れ
た
り
、
必
要
以
上
に
恐
れ

た
り
す
る
こ
と
な
く
、
一
人
一
人
が

お
互
い
を
思
い
や
り
、
冷
静
に
行
動

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

■問
岡
山
県
県
民
生
活
部
人
権
施
策
推

進
課

☎
０
８
６（
２
２
６
）７
４
０
６

住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
て

ら
れ
た
住
宅
は
旧
耐
震
基
準
で
あ

り
、
地
震
に
弱
い
住
宅
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

で
は
矢
掛
町
で
震
度
６
弱
以
上
の
揺

れ
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。町
で
は
、

①
現
況
診
断
、
②
補
強
計
画
、
③
耐

震
改
修
な
ど
、
地
震
か
ら
住
宅
を
守

る
た
め
、
旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ

た
住
宅
を
補
強
す
る
耐
震
化
へ
の
補

助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
補
助
制
度
の

活
用
を
ご
希
望
の
人
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係

☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

被
覆
肥
料
の
被
膜
殻
の

流

出

防

止

　
水
田
で
は
、
被
覆
肥
料
の
肥
料
成

分
が
溶
出
し
た
後
、
被
膜
殻
が
水
面

に
浮
上
し
、
水
田
か
ら
河
川
や
海
洋

等
に
流
出
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
被
覆
肥
料
を
使
用
し
て
い
る
場
合

は
、
浅
水
代
か
き
を
行
う
ほ
か
、
代

か
き
や
田
植
え
前
の
強
制
落
水
は
避

け
る
な
ど
の
水
管
理
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
被
覆
肥
料
を
ほ
場
外
に
流
出

さ
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

◦
畦
畔
管
理

◦
あ
ぜ
塗
り
の
徹
底
や
あ
ぜ
シ
ー
ト

を
設
置
す
る

◦
止
水
板
は
あ
ぜ
よ
り
高
く
す
る

◦
代
か
き

◦
入
水
時
ま
で
に
田
面
の
高
低
差
を

な
く
す

◦
代
か
き
は
浅
水
で
行
う

◦
田
植
え

◦
田
植
え
前
の
落
水
は
行
わ
ず
、
自

然
落
水
で
水
位
を
調
整
す
る

◦
水
田
外
に
出
さ
な
い
た
め
に

◦
排
水
口
に
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る

◦
水
田
で
浮
上
し
た
被
膜
殻
を
す
く

い
取
る

◦
施
　肥

◦
土
壌
診
断
や
栽
培
暦
等
に
基
づ
い

た
適
正
施
肥
に
努
め
る

◦
流
し
込
み
液
肥
、
被
膜
殻
の
崩
壊

が
早
い
肥
料
の
活
用
を
検
討
す
る

◦
施
肥
量
の
削
減
に
つ
な
が
る
側
条

施
肥
技
術
を
導
入
す
る

■問
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６
　
有
線
０
５
５
２

農
薬
を
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

　
６
月
か
ら
８
月
の
３
か
月
間
は
、

岡
山
県
農
薬
危
害
防
止
運
動
の
実
施

期
間
で
す
。

◦
農
薬
の
ラ
ベ
ル
に
書
い
て
あ
る
農

薬
使
用
基
準
等
を
よ
く
読
み
、
必
ず

守
り
ま
し
ょ
う
。

◦
散
布
時
は
、
事
前
に
十
分
な
周
知

を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
散
布
後
は
、
農
薬
の
使
用
状
況
を

募

　
　集

募　集　種　目 受験資格（男女問わず） 受　付　期　間

航 空 学 生 18歳以上23歳未満
（空自については21歳未満） 7 月 1 日㈭〜   9 月 9 日㈭

一 般 曹 候 補 生
18歳以上33歳未満

7 月 1 日㈭〜   9 月 6 日㈪

自 衛 官 候 補 生 年間を通じて実施

防 衛 大 学 校 学 生（ 一 般 ）

18歳以上21歳未満

7 月 1 日㈭〜 10月27日㈬

防衛医科大学校（医学科学生） 7 月 1 日㈭〜 10月13日㈬

防衛医科大学校（看護学生） 7 月 1 日㈭〜 10月 6 日㈬

お
知
ら
せ

17 令和３年６月号



ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
シ

ョ
ッ
プ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
総
務
防
災
課
行
政
情
報
係

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
１
３

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

　
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
所
有
者
で

実
際
に
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し

て
い
る
人
は
、
消
防
法
に
よ
り
３
年

ご
と
に
「
危
険
物
の
保
安
に
関
す
る

講
習
」
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
講
習
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

◦
日
　時
　
９
月
８
日
㈬

午
前
の
部
　
９
時
30
分
～
12
時
30
分

（
受
付
：
９
時
10
分
～
９
時
30
分
）

午
後
の
部
　
１
時
30
分
～
４
時
30
分

（
受
付
：
１
時
10
分
～
１
時
30
分
）

◦
場
　所
　
井
原
消
防
署
　
研
修
室

◦
受
付
期
間
　
７
月
５
日
㈪
～
30
日

㈮◦
そ
の
他

◦（
一
社
）岡
山
県
危
険
物
安
全
協
会

連
合
会
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

◦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
日
程
等
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
消
防
本
部
予
防

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
井
原
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予

防
課

☎（
62
）９
４
０
２

海
の
事
故
ゼ
ロ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　「
海
難
ゼ
ロ
へ
の
願
い
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
海
難
防
止
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

　「
発
航
前
検
査
等
の
徹
底
」、「
見

張
り
の
徹
底
お
よ
び
船
舶
間
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
」、「
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用
等
事
故
救

命
策
の
確
保
」、「
気
象
・
海
象
の
確

認
」
を
心
掛
け
、
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

◦
実
施
期
間
　
７
月
16
日
㈮
～
31
日

㈯■問
水
島
海
上
保
安
部

☎
０
８
６（
４
４
４
）２
９
６
７

厚
生
労
働
省
主
催「
令
和
３
年
度

慰
霊
巡
拝
」の
実
施
に
つ
い
て

◦
参
加
資
格
　
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦

域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族
（
配
偶

者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
参
加

遺
族
の
配
偶
者
、戦
没
者
の
孫
・
甥
・

姪
）

◦
参
加
条
件
　
健
康
状
態
が
良
好
な

人
で
、
航
空
機
等
に
よ
る
長
途
の
旅

行
お
よ
び
気
候
風
土
の
異
な
る
地
域

に
お
け
る
旅
行
に
耐
え
る
こ
と
が
で

き
る
人
（
医
師
の
証
明
書
が
必
要
）

◦
参
加
費
用
　
国
家
公
務
員
等
の
旅

費
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
算
出
さ
れ

た
旅
費
（
外
国
お
よ
び
国
内
旅
費
）

の
合
計
額
の
３
分
の
１
が
国
か
ら
補

助
さ
れ
ま
す
。（
同
行
す
る
介
助
者

に
つ
い
て
は
、
補
助
金
の
支
給
は
あ

り
ま
せ
ん
。）

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
福
祉
介
護
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
２
６
　
有
線
０
５
８
１

町
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
新
規
指
定

　
次
の
と
お
り
新
た
に
事
業
者
を
指

定
し
ま
し
た
。
給
水
装
置
工
事
の
際

に
は
、
必
ず
町
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
へ
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

◦
事
業
者
名
　
カ
ネ
サ
ワ
工
業

◦
所
在
地
　
倉
敷
市

◦
電
話
番
号
　
０
８
６（
５
２
６
）０

３
７
７

◦
指
定
年
月
日
　
５
月
28
日
㈮

■問
上
下
水
道
課
上
水
道
業
務
係

☎（
82
）０
１
７
３
　
有
線
０
５
７
０

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

７
月
1
日
㈭
・
9
日
㈮
　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

７
月
５
日
㈪
、
12
日
㈪
、
19
日
㈪
、

26
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１

記
録
し
ま
し
ょ
う
。

◦
農
薬
は
子
ど
も
や
第
三
者
が
触
れ

た
り
持
ち
出
し
た
り
で
き
な
い
所
へ

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

◦
体
に
異
常
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に

医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
農
薬
の
安
全
か
つ
適
正
な
使
用
お

よ
び
保
管
管
理
、農
薬
の
飛
散
防
止
、

周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
防
ぐ
た
め
の

対
策
を
遵
守
し
、
農
薬
の
取
り
扱
い

に
伴
う
事
故
や
被
害
を
防
止
し
ま
し

ょ
う
。

■問
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６
　
有
線
０
５
５
２

矢
掛
町
情
報
配
信
メ
ー
ル
の

メ
ー
ル
受
信
許
可
設
定
の
お
願
い

　
令
和
３
年
春
ご
ろ
、
利
用
者
か
ら

「
メ
ー
ル
が
届
か
な
い
」
と
の
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。
シ
ス
テ
ム
管
理
会

社
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、docom

o

、

au

、SoftBank

等
、
各
キ
ャ
リ
ア

が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
実
施
し
た

こ
と
に
よ
り
、
迷
惑
メ
ー
ル
と
判
定

さ
れ
て
受
信
で
き
て
い
な
い
可
能
性

が
あ
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
矢
掛
町
情
報
配
信
メ

ー
ル
「@

xpressm
ail.jp

」
か
ら

の
メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
メ

ー
ル
受
信
許
可
設
定
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
設
定
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
各
社

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日 問い合わせ先
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（4 月申請分）７月   7日㈬ 健康子育て課

国民健康保険係
☎（82）1013
有線 0571高額療養費（5月申請分）６月17日㈭

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費（5 月申請分）６月30日㈬

健康子育て課子育て支援係
☎（82）1013
有線 0532

心身障害者医療費（4 月申請分）６月30日㈬ 福祉介護課福祉推進係
☎（82）1026  有線 0581

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限
町県民税（１期）
国民健康保険税（２期）
介護保険料（２期）

6月30日㈬ 6月30日㈬

水道料金・下水道料金
（矢掛・美川・三谷・小田地区）6月25日㈮ 6月30日㈬
※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。
※ 4 月1日からコンビニ収納・スマホ収納が始まっています。ご利用く

ださい。

　

18令和３年６月号



◦犯罪・交通事故発生状況（令和３年５月末現在）

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
５
月
分
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
　
大
本
　
明
（
浅

口
市
）、
谷
本
雅
子
（
倉
敷
市
）、
小

川
幸
夫
（
岡
山
市
）、折
橋
典
大
（
山

口
県
）、
藤
岡
幹
男
（
愛
知
県
）、
杉

尾
隆
文
、
福
嶋
尚
紀
（
東
京
都
）、

ク
ォ
ン
知
子
（
神
奈
川
県
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

齊
藤
俊
明
、
石
井
元
一
郎
、
金
髙
成

光
、廣
井
紘
一
（
矢
掛
）、佐
藤
信
之
、

石
井
昭
彦
（
本
堀
）、田
丸
陽
三
（
小

田
）、（
食
品
）石
井
元
一
郎（
矢
掛
）、

竹
内
義
男
（
小
林
）、
渡
辺
卓
司
（
里

山
田
）、
お
か
や
ま
コ
ー
プ
、
西
日

本
電
信
電
話
㈱
岡
山
支
店
、
㈱
ま
る

じ
ょ
う
、
匿
名
希
望

▼
矢
掛
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
田
尻

晋
三
、
石
井
元
一
郎
、
㈲
あ
さ
ひ
印

刷
所
（
矢
掛
）

▼
三
谷
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
匿
名

希
望

▼
中
川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
佐
藤

信
之
、
石
井
昭
彦
（
本
堀
）

▼
小
田
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
田
丸

陽
三
（
小
田
）

▼
矢
掛
町
へ
（
金
一
封
）
匿
名
希
望

▼
認
定
こ
ど
も
園
・
各
保
育
園
へ

（
花
、
プ
ラ
ン
タ
ー
等
）（
公
財
）
コ

メ
リ
緑
育
成
財
団
、（
Ｃ
Ｄ
）
昼
田

美
保
子
（
浅
海
）

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※ 夜間・休日は井原警察署に転送されます。

井原警察署
矢掛幹部派出所

〈基本的な交通ルールの徹底〉
　ドライバーの皆さん、横断歩道を渡ろうとする歩行者が
いる場合は、必ず横断歩道の手前（停止線がある場合は停
止線の手前）で止まってください。横断者がいるかいない
か分からない場合でも、減速していれば、余裕を持って停
止することができます。
　次に、右折や左折をするときは、その30メートル手前で
合図を出すこと、進路変更するときは、その３秒前に合図
を出すことが決められています。対面信号が青に変わって
から右折や左折の合図を出すことや、合図と同時に進路変
更するのは違反です。
　特にこの２点を守って、交通事故・違反を防止していき
ましょう。
　県警は、歩行者を優先しないドライバー、合図を出さな
いドライバーに目を光らせて街頭活動を強化しています。
〈岡山県警でツイッターを始めました〉
　本年４月１日㈭から、岡山県警察（公式）ツイッターの運
用を開始しています。県警の魅力、各種情報を発信してい
きますので、積極的なフォローをよろしくお願いします。
　まずは、ご覧ください。

〈防災意識の高揚～災害に強い社会を目指そう～〉
　６月から７月にかけては梅雨前線に伴う大雨・洪水によ
る被害が予想され、近年は局地的なゲリラ豪雨も頻発して
います。また、過去の豪雨災害の多くはこの時期に発生し
ています。
　災害から身を守るためには、「自助」、「共助」、「公助」が
大切といわれています。
◦�自　助　普段から災害に備えた準備をしましょう。数日
分の水や食料をはじめ、懐中電灯やラジオ、スマートフォ
ン等の情報伝達手段があれば有効です。
　�　避難場所を確認し、どのような経路で、どのような方
法で避難するのかなど、あらかじめ家族と話し合いをし
ましょう。
◦�共　助　周りには援助を必要としている人がいます。危
険が近づく前に家族や親戚、近所の人、町内会等で声掛
けをして助け合いましょう。
◦�公　助　岡山県警察では、災害に備え平素から県・市町
村等と連携しています。災害は、いつ発生するかわかり
ません。町の作成した、ハザードマップで、危険箇所を
確認しましょう。
　�　“まだ大丈夫”、“被害は出ないだろう”は命取り！早め
早めの行動があなたの命を守ります。

※数値は暫定数です。

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

忍

込

み

出
店
あ
ら
し

事
務
所
あ
ら
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

5　月 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 19 0 0 19
累　計 14 0 0 0 0 0 4 0 1 0 4 4 0 1 93 3 0 90
（前年比） +4 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 +2 ―1 +1 ±0 ±0 +3 ―1 ±0 -3 ―9 ―2 +6
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令
和
3
年
6
月
17
日
発
行

（
月
1
回
発
行
）

■
発
行
　
矢
掛
町
役
場

■
編
集
　
総
務
防
災
課
秘
書
広
報
係

〒
714-1297 （

役
場
専
用
）

岡
山
県
小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
3018　

TEL 0866
(82)1010

㈹
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow

n.yakage.okayam
a.jp/

2021
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2021. 6
vol.108

Top News

　毎年恒例の春の球技大会。男子はソフトボー
ル、女子はバレーボールで競い合います。教室
でオンライン観戦・応援、道具消毒もしっかり
と行い、新型コロナ対策下での親睦行事となり
ました。優勝は3C男子・2D女子！

5月7日㈮春の球技大会

　岡山県全域に緊急事態宣言が発令されたことを受け、今年のPTA総会
は動画配信やオンラインアンケート等を活用した「高校に集まらない総
会」にしました。ICTの活用や保護者の皆さんとの協働で、新しい学校ス
タイルを模索しています。

5月21日㈮動画de PTA総会

　地域での探究活動をプレゼンする岡山県立大学主催オンライン交流会
が開かれました。県大生と県下８高校生が参加したこの会で、矢高生は
地域ビジネス科の「商品開発」と矢掛放送とのコラボ企画「矢掛ジョブ
図鑑」（下記参照）を発表。大学生・高校生との意見交換では今後のアイ
デアが見つかりました。

5月28日㈮県大プレゼン交流会

リージョナルモデル通信　　矢掛ジョブ図鑑○23

　昨年度末から矢掛高校が矢掛放送の協力を得て制作している「矢掛ジョブ図鑑」は、
矢掛町で働くさまざまな分野の仕事人・地域人にスポットを当てたインタビュー動画
の企画です。高校生が知りたいことをインタビューし、仕事のこと地域のことを知っ
ていきます。

町内教員の交流
会で出た動画企
画の案

矢掛放送の協力
で矢高生も制作
準備

動画出演第一号は
「アスパラ農家・
井上  聡さん」

出来上がった動
画はキャリア教
育等で活用

オープンスクール開催！

令和3年　8月23日㈪
　　　　　　  24日㈫
　　in 矢掛高校

※23日：矢掛中・
　　　　 小北中以外の
　　　　 中学3年生＆保護者
※24日：矢掛中・小北中の
　　　　 中学3年生＆保護者

詳しくは矢高HPや「矢高だよ
り」（中学校配付）をご覧くだ
さい。

編

集

後

記

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
か
ら
も
う
す

ぐ
３
年
が
経
ち
ま
す
。
今
年
の
出
水

期
を
前
に
、
豪
雨
災
害
の
風
化
防
止

や
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
考
え
て

い
た
だ
き
た
く
、
特
集
を
組
み
ま
し

た
。

　
取
材
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は「
人

の
痛
み
を
我
が
身
と
し
て
お
互
い
に

支
え
合
う『
共
助
』の
重
要
性
」で
す
。

地
域
や
町
の
た
め
に
行
動
し
た
人
の

存
在
を
知
り
心
打
た
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
経
験
・
教
訓

を
広
報
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総務防災課秘書広報係
☎（82）1010　有線0522

問

やかげ観光大使

登録用アドレス e-yakage@xpressmail.jp
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